
次のステージにおける柱等について 

分 野 実行２年半の総括（案）「乗り越えるべき課題」の抜粋 

外商の強化 

○厳しい大都市市場で勝ち抜くためには、更なる努力が必要。大都市市場と生産地間相互の

情報交換を更に活発化し、商品の競争力の強化を目指す  

○地理的なハンディを克服するための新たな物流の構築も必要。（リードタイムの短縮・コ

ストダウン・高鮮度流通等）  

○海外においては、県産品の認知度が十分でなく、新規開拓企業にはハードルが高い状況。

挑戦の継続・定着に向けて、他県との競争を勝ち抜く施策の強化  

ものづくり

の地産地消 

○経済効果を大きなものにするための県内事業者の更なる参画  

○県内の多様な「技術力の見える化」と商談機会の一層の拡大  

○地場企業が将来にわたり競争力を保ち続けるための支援策の強化  

食品加工 

地域経済全体の底上げにつなげていくには、まだ事業の規模は小さく、広がりも十分でな

い。また、原材料確保の困難性（少量・多品種、不安定）が規模拡大の障壁 

○民間の新たなチャレンジを促していくための仕組みの構築  

○加工を目的とした原材料の生産から、加工、流通、販売までの大規模な仕組みの構築 

○全国との取引を拡大するための「信用の見える化」（ISO、HACCP 等） 

観光 

○全国に通用する持続可能な観光地づくり（地域の核づくり＋周遊コースの形成＋旅行商品

 化）  

○本県の認知度を高めるための国内外への情報発信の強化 

○地理的なハンディ（移動時間、移動料金等）を克服するための魅力づくり  

第一次産業 

（農業） 

○高度な生産技術の普及やこうち型集落営農（周年化、関連産業の育成）などによる所得向

上に向けた取り組みの更なる推進  

○法人化など担い手の経営強化と雇用拡大 

（林業） 

○競争力を保つための設備の更新さえもままならない状況  

○成熟した森林資源をダイナミックに活用する仕組みが必要  

（水産業） 

○水産物の生産（養殖漁業、種苗生産）や加工、流通過程における更なる民間活力の導入  

○高鮮度流通・リードタイムの短縮・コストダウン等を実現するための新たな物流の構築 

新産業の創

出 

○防災関連産業の振興＜減災、復旧・復興に向けての技術開発や事業化の支援（成長分野と

しての支援、産学官連携等）、技術開発や事業化した機器設備等の行政調達の促進＞  

○産学官のネットワークの強化（さらに太く、強く） 

新エネルギ

ー 

○恵まれた新エネルギー資源を県内で活かしきるための地域参画型の推進体制の構築  

○木質バイオマスの初期導入コストの低減と安定供給体制の確立 

地域アクシ

ョンプラン

による地域

の取り組み 

地域経済全体の底上げにつながるような、大きな動きにしていくためには・・・・・・  

  ○動き出した事業を軌道に乗せていくための継続的な取り組み、支援（ソフト、ハードの

  各種支援策を総動員） 

  ○より大きな事業、より多くの雇用を生む事業の展開 

   ⇒ 地域外、他産業との連携も意識したダイナミックな取り組みへのサポート  

  ⇒ 民間の力が縦横に発揮されるための仕組みの充実・強化  

  ○地域の観光資源を点から線、線から面につなげて売り込むための体制づくり 

  ○計画の更なる周知・徹底  

  ○現場実態に即した制度の改正（民間のスピード感への対応等）  
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